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１ 自校の児童生徒の体力・運動能力等に関わる現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 自校の児童生徒の体力・運動能力等に関わる目標達成状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 体力・運動能力や運動に関する意識(内面)、生活習慣、運動習慣等に関わる現状 
 

○ 生活習慣、運動習慣に関わる目標 

・自分の生活習慣を主体的に調整するた

めの自己指導能力を育成する。 

・運動の楽しさを味わい、学校以外におい

ても運動に取り組む子どもを育成する。 

 

 

○ 生活習慣、運動習慣に関わる課題 

・放課後や休み時間に運動や体を動かす

遊びをしている子の割合は、高い傾向に

あるが、二極化している様子が見られる

ことが課題である。 

・課題解決のための取組を全職員で連携

して取り組めていない。 

 

○ 体力・運動能力等に関わる課題 

・男女ともに、50ｍ走と 20mシャトルラン、

長座体前屈、反復横とびなど持久力、柔軟

性、瞬発力、敏捷性を必要とする種目に課

題がある。 

○ 体力・運動能力等に関わる目標の達
成状況に対する評価指標 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 生活習慣、運動習慣に関わる目標の
達成状況に対する評価指標 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【評価方法】 
・新体力テストの複数回実施 
 
・持久走、なわとびの継続的な取組及び振り返 
りの実施 

 
 
・ 
 
【成果指標】 
・２０mシャトルラン、反復横とび、長座体前
屈で全国平均以上の児童の割合７０%以上 

 
 
 
・ 
 【評価結果】 
・持久走やなわ跳びの取組では、組織的に継続
し、各学年で記録を蓄積したことにより、児
童の運動の技術的な向上が見られた。 

 
 

１ 多様な運動に親しむことができる「クロスカントリーコース」の実施（前期） 

  多様な運動ができる場として「クロスカントリーコース」（チェーン 

ウォーク、雲梯、ジグザグ走路など）を設置し、体育の時間の導入時に 

取組み、記録を蓄積する。 

２ 全校「なわ跳び」の取組実施（後期） 

  体育の時間の導入時などになわ跳びに取組み、できた技などをなわ 

跳びカードに記録として蓄積する。 

・ICT を効果的に活用した授業改善を推進する。 

・年間を通して、なわ跳び運動の取組を継続して実施する。 

・体力向上や生活習慣の改善に向けた家庭への情報発信を充実させる。 
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○ 体力・運動能力等に関わる目標 

・体育の授業を中心として、敏捷性や持久

力、柔軟性を高め、運動能力の向上を図る。 

・体育の授業の中で自分の伸びを実感し、主

体的に運動に取り組む子どもを育成する。 

 

 

２ 自校の児童生徒の体力・運動能力等の現状から分析した課題 

３ 自校の児童生徒の体力・運動能力等に係る目標 

５ 自校の児童生徒の体力・運動能力等に応じた具体的な取組【１校１実践】 

６ 次年度に向けた具体的な取組の改善・充実 

【評価方法】 
・学期に１度の「かんしょうアンケート」の実
施 

・学校評価の実施 
・評価分析会議の実施 
 
 
・ 
 
【成果指標】 
・放課後や休み時間に運動や体を動かす遊びを
している児童の割合が８０％ 

 
 
 

【評価結果】 
・熱中症予防の観点から、外遊びが制限された 
こともあり、目標としていた８０％に届かな 
かったため、今後は、外遊びと体育館遊びの 
充実を図っていきたい。 

 

【取組指標】 
１ 全学年で継
続的に記録を
蓄積から見た
タイムの変化 

 
２ 一人一人の
練習時の目標
や振り返りの
記述の変容 



新冠町立新冠小学校
目指す子どもの姿

全校児童（生徒）数 ２１４名（男子９８名 女子１１６名）

教職員数３１名 兼務校新冠町立朝日小 新ひだか町立三石小

全ての児童生徒が楽しく、意欲的に取り組むことができる授業づくり

・運動のよさや楽しさを実感し、進んで体力を高めようとする子
・心身の健康や安全について考え、望ましい生活習慣を身に付けようとする子

体育専科教員等の視点による
授業づくりのポイント

内容のまとまりを見通した授業実践のポイント

単元の「導入」場面における指導の手立て 「知識及び技能」の活用の場面における指導の手立て「知識及び技能」の習得の場面における指導の手立て

・単元全体を見通し、1単位時間のねらいを明確にした単元デザイン

・自分の課題に合った活動を児童自ら選択する場面の設定

・協働的な学びの場面の設定

・準備体操において、主運動につな
がる補助運動を行うことによる、
運動量の確保

・単元で目指す姿について、オリ
エンテーションを実施

・自分の技や自チームにおける課題
の把握

・課題解決に向けた練習の選択
・動きのポイントについて視点を明
確にし、児童同士で教え合う場の
設定

・習得した知識及び技能を活用する
場面の確保

・作戦盤を活用し、作戦を選んだり、
１人１台端末を活用して振り返り
を行ったりする場面の設定



体力向上に向けた授業以外の組織的な取組

委員会活動と連携した取組 PTAと連携した家庭への情報発信

これまでの授業改善及び組織的な取組の成果 体力向上に向けた今後の具体的な取組

体育専科教員等の視点による
授業以外の取組のポイント

・保体部と連携し、児童の運動への関心や意欲を高めるため、

校庭の遊具などをコースに盛り込んだ「クロスカント

リー」の取組を実施したことにより、運動に取り組む児童

が例年より増えた。

・体育の1単位時間のねらいを明確にすることや準備運動における主運動につながる

補助運動の工夫、協働的な学びの場面の設定による授業改善を行うことにより、全

国体力・運動能力、運動習慣等調査の児童質問紙における、上記項目について肯定

的に回答する児童の割合が前年度より増加するとともに、全国平均より高くなった。

・1単位時間のねらいを明確にすることや、準備運動の
際の主運動につながる準備運動の工夫、協働的な学び
の場面の設定による授業改善に継続して取り組む。

・振り返りを充実させるため、１人１台端末を効果的に
活用する。

・学級担任の体育科の授業改善及び指導力向上に
向けた指導助言を行う。

・全国体力・運動能力、運動習慣等調査の児童質問紙か
ら「早寝早起き朝ごはん」や「メディアを視聴する
時間」に課題が見られたため、栄養教諭及び養護教諭
と連携した課題解決への取組を行う。

・保護者に体育の授業に興味をもってもらうため、PTAの研

修会として「運動不足解消！親子で運動プログラム」を実

施することにより、体育の学習内容を通して運動に興味を

もってもらう機会となった。

【クロスカントリーの実施】 【運動不足解消！親子で運動プログラム】


